
 

 

プレスリリース                                  福 島 市 
 

令和８年６月８日 

 

遺跡に見る日本古代の宗教観 

～中央大学学術講演会を開催します～ 
 

 「遺跡に見る日本古代の宗教観」をテーマに、遺跡や遺物から読み取れる縄文・弥生・古墳

時代における自然環境や文化的・社会的な差異による宗教観への影響を探ります。ぜひご参

加ください。 

この講演会は、中央大学と各自治体が継続的なネットワーク作りと情報交換を行うことを

目的に開催しているものです。 

記 

 

１ 日 時  令和８年６月１３日（土）午後１時３０分～３時 ※開場：午後１時 

２ 場 所  キョウワグループ・テルサホール 

大会議室 あぶくま（上町４番２５号） 

３ 講 師  小林 謙一 氏（中央大学文学部教授） 

４ テ ー マ  「遺跡に見る日本古代の宗教観」 

５ 定 員  １００人（当日先着順、事前申し込み不要） 

６ 参 加 費  無料 

７ 主 催  中央大学、福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当： 文化振興課 文化財保護活用係 

    課長 今野、係長 新井 

    電話024-525-3785（直通） 

 

☑事前告知のお願い ☑当日の取材のお願い 
☐その他 



パークアンド 
ライドについて 

定員 １００名 
事前申込不要・当日先着順 
 

会場 

キョウワグループ・テルサホール 
大会議室 あぶくま 

    

参加費 

無 料 

テルサ 
駐車場案内 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

令和８年度 中央大学学術講演会 

主催:中央大学・福島市   問合せ:福島市文化振興課(TEL:024-525-3785) 

 

講 師 

小林 謙一 
（中央大学文学部教授） 

遺跡に見る日本古代の宗教観  

13：30～15：00（開場 13：00） 

６月１３日(土) 

縄文・弥生・古墳時代における自然環

境や文化的・社会的な差異が宗教観に

大きく影響し、それらは現在の我々に

も繋がりを示すと考えられます。遺跡

や遺物、考古学の最新成果からそれら

を探ります。 

 

この「縄文文様デザイン」は宮畑遺跡の縄文土器の文様（雲形文）を基に、縄文の「まつり」を象徴する「炎」のイメージを加えて作成したものです 

(福島市上町４番２５号) 

【講演概要】 

令和８年 

※テルサ駐車場台数には限りが 

ございます。 

パークアンドライドをはじめと 

する公共交通機関のご利用に 

ご協力ください。 

青柳遺跡（弥生時代） 

再葬墓 

月ノ輪山１号墳全景 

（古墳時代） 

再葬墓 


